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3-
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2 
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一
般
産
業
品
の
規
格
及
び
基
準
へ
の
適
合
性
確
認
結
果
（
メ
ー
カ
規
格
及
び
基
準
）
（
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
淡
水
ポ
ン
プ
）
 

Ⅰ
. 

重
大
事
故
等
ク
ラ
ス
３
機
器
の
使
用
目
的
及
び
使
用
環
境
，
材
料
及
び
使
用
条
件

 

種
類
 

使
用
目
的
及
び
使
用
環
境

 
材
料
 

最
高
使
用
圧
力

（
MP
a）

 

最
高
使
用
温
度

（
℃
）
 

う
ず
巻
型

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
原
子
炉
補
機
冷
却
系

に
接
続
し
，
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
り
海
水
を
送
水
す
る
こ
と

で
熱
を
最
終
的
な
熱
の
逃
が
し
場
で
あ
る
海
へ
輸
送
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
使
用
環
境
と
し
て
，
屋
外
に
設
置
し
た
移
動
式
代

替
熱

交
換

設
備

に
搭

載
さ

れ
，

ユ
ニ

ッ
ト

内
で

淡
水

を
送

水
す

る
。
 

S
C
S1
4 

1
.
37

＊
 

7
0
＊
 

注
記
＊
：
重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
使
用
時
の
値
を
示
す
。

 

Ⅱ
. 

メ
ー
カ
規
格
及
び
基
準
に
規
定
さ
れ
て
い
る
事
項
（
メ
ー
カ
仕
様
）

 

機
器
名
 

使
用
目
的
及
び
想
定
し
て
い
る
使
用
環
境

 
材
料
 

最
高
使
用
圧
力

（
MP
a）

 

最
高
使
用
温
度

（
℃
）
 

規
格
及
び
基
準
に
基
づ
く
試
験

 

淡
水
を
送
水
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
使
用
環
境
と
し
て
，
屋

内
外
に
設
置
し
た
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
内
で
淡
水
を
送
水
す

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
 

S
C
S1
4 

1
.
37
 

7
0 

耐
圧
試
験
（
試
験
圧
力
：

2.
1M

P
a，

試
験
保
持
時
間
：

30
分

間
）
を
実
施
 

Ⅲ
. 

確
認
項
目
 

(
a
)

：
規
格
及
び
基
準
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
の
確
認
（
Ⅰ
と
Ⅱ
の
使
用
目
的
及
び
使
用
環
境
の
比
較
）

当
該
ポ
ン
プ
は
，
重
大
事
故
等
時
に
淡
水
を
送
水
す
る
た
め
に
屋
外
（
ユ
ニ
ッ
ト
内
）
で
使
用
す
る
ポ
ン
プ
で
あ
る
。
一
方
，
本
メ
ー
カ
規
格
及
び
基
準
は
，
化
学
工
業
，
石
油
化
学
，
各

種
産
業
な
ど
で
幅
広
く
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
一
般
産
業
品
に
対
す
る
規
格
で
あ
り
，
当
該
ポ
ン
プ
は
屋
内
外
（
ユ
ニ
ッ
ト
内
）
で
淡
水
を
送
水
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
重

大
事
故
等
時
に
お
け
る
当
該
ポ
ン
プ
の
使
用
目
的
及
び
使
用
環
境
は
，
本
規
格
の
使
用
目
的
及
び
想
定
し
て
い
る
使
用
環
境
の
範
囲
内
で
あ
る
。

 

(
b
-2
)：

材
料
が
適
切
で
あ
る
こ
と
及
び
使
用
条
件
に
対
す
る
強
度
の
確
認
（
Ⅱ
と
公
的
な
規
格
等
の
材
料
及
び
試
験
条
件
の
比
較
，
Ⅰ
と
Ⅱ
の
使
用
条
件
の
比
較
）

 

当
該
ポ
ン
プ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
材
料
は
，
設
計
・
建
設
規
格
の
ク
ラ
ス
３
ポ
ン
プ
に
使
用
可
能
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
ス
テ
ン
レ
ス
鋳
鋼
と
同
種
類
の
材
料
で
あ
る
。

 

当
該
ポ
ン
プ
の
最
高
使
用
圧
力
及
び
最
高
使
用
温
度
は
メ
ー
カ
仕
様
の
範
囲
内
で
あ
り
，
設
計
・
建
設
規
格

 
PH
T-

23
11

で
規
定
さ
れ
て
い
る
耐
圧
試
験
（
試
験
圧
力
：
最
高
使
用
圧
力
×



2 
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 補

 Ⅵ
-3
-3

-3
-6
-3
-2
 R
0E
  

1
.5

倍
）
と
同
等
の
試
験
条
件
の
耐
圧
試
験
に
合
格
し
て
い
る
こ
と
を
検
査
成
績
書
等
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
耐
圧
試
験
に
よ
る
機
器
の
健
全
性
は
，
耐
圧
部
全
体
に
圧
力
が
負
荷
さ
れ
る
適

切
な
試
験
保
持
時
間
（
設
計
・
建
設
規
格

 
PH
T-

40
00
）
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。
な
お
，
設
計
・
建
設
規
格
の
ク
ラ
ス
３
機
器
の
最
高
許
容
耐
圧
試
験
圧
力
は
機
器
の
応
力
制
限
（
降
伏

点
）
を
基
に
定
め
ら
れ
て
お
り
，
耐
圧
試
験
の
規
定
で
は
，
耐
圧
試
験
圧
力
は
最
高
使
用
圧
力
の

1.
5
倍
の

10
6％

を
超
え
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
一
方
，
設
計
・
建
設
規
格
の
ク
ラ
ス
３

機
器
の
設
計
許
容
応
力
は
降
伏
点
に
対
し
て

5／
8
を
基
準
に
し
て
お
り
，
こ
の
設
計
許
容
応
力
以
下
と
な
る
必
要
板
厚
は
，
最
高
使
用
圧
力
を
条
件
と
し
て
評
価
式
に
よ
り
求
め
て
い
る
。

よ
っ
て
，
設
計
・
建
設
規
格

 
PH
T-

2
31
1
で
規
定
さ
れ
て
い
る
耐
圧
試
験
と
同
等
の
試
験
条
件
の
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
で
，
メ
ー
カ
規
格
及
び
基
準
の
設
計
が
設
計
・
建
設
規
格
と

同
等
の
裕
度
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
み
な
せ
る
た
め
，
当
該
ポ
ン
プ
は
完
成
品
と
し
て
要
求
さ
れ
る
強
度
を
有
し
て
い
る
。

 

 

Ⅳ
. 

評
価
結
果
 

上
記
の
重
大
事
故
等
ク
ラ
ス
３
機
器
は
，
一
般
産
業
品
と
し
て
メ
ー
カ
規
格
及
び
基
準
に
適
合
し
，
使
用
材
料
の
特
性
を
踏
ま
え
た
上
で
，
重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
使
用
圧
力
及
び
使
用
温
度
が

負
荷
さ
れ
た
状
態
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
強
度
を
有
し
て
い
る
。

 

 

 




